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より良い社会を
繫げるために、
私たちができること。

私たちが大切に考える4つの分野 日本と世界を結ぶ 安全・安心 次世代育成 環境

私たちが取り組むCSR活動に関する詳細は、こちらでもご覧いただけます。  www.jal.com/ja/csr/
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山の上にあるろう学校の生徒たちの
お出迎え。校舎は震災で使用できな
くなり、仮設テントの校舎で勉強し
ています。ろう学校や生徒たちの寄
宿舎へソーラーライトを届けました。

JAL グループは、「日本と世界を結ぶ」「安全・安
心」「環境」「次世代育成」という4つの分野におけ
る独自のCSR活動に加え、非営利団体（NPO）
との協働にも取り組んでいます。今回で第4弾
となる「JAL×コペルニク　人をつなぐ、世界
を結ぶ。プロジェクト」の概況をご報告します。

JAL×コペルニク
『人をつなぐ、世界を結ぶ。プロジェクト』活動レポートvol.4
ネパール地震の被災地にソーラーライトと浄水器を届けよう！

24時間体制の診療所の分娩室に、レポーター自
らの手でソーラーライトを設置しました。

学校の先生たちに浄水器の使用方法を説明。これ
できれいな水が飲めるようになります。

■上記のJALテック・レポーターの報告は抜粋です。プロジェクトの詳細は、こちらをご参照ください。
www.jal.com/ja/csr/important/bridge/kopernik/index_2015.html   February 2016   108109     February 2016

震災復興とともに
浄水の啓蒙活動を

東京理科大学（理工学部）
御
み た ら い

手洗敏弘さん

大地震によって建物の多くは倒壊し、いまだに仮設のテン
トで生活をしていたり、傾いた家を木で支えていたりと震災
の傷痕が残っています。
訪れた小学校は震災の影響で校舎の一部が使えなくな

り、近くにあった水源も使えなくなったため水を遠くまで汲み
に行っています。
浄水器を届けるなかでわかったことがあります。それは浄
水に関する啓蒙活動の難しさです。現地の水源から湧き出る
水は透明ではあります。しかし、ただ透明というだけで本当
に飲み水として使えるほどきれいかはわかりません。
現地の方は浄水せずに直接飲むのが習慣化しているため、

おなかを壊す原因が水にあると理解していただくことが難しい
のです。これまで水源から得た水を直接飲み水として使って
いた人々に対して、浄水器を使っていただけるように伝えて
いく活動を、根気強く続けていくことが大切だと感じました。

テクノロジーを届け
安心の医療環境に

福島病院附属看護学校
伊戸川大夢さん

山沿いの道路の途中にある診療所では、検診や治療など
のほかに分娩も行われ、およそ1日に1人の赤ちゃんが生ま
れています。しかし、分娩室の環境は自分が学んできたもの
とはまったく違い、戸惑いを隠せませんでした。分娩台は埃

ほこり

っ
ぽく、天井にはクモが這

は

い、医療道具は床の上に置かれた洗
面器の中で漂白剤のようなものを使い消毒されており、足元
しか暖めることができない旧式のヒーターが置かれた、日本で
はとても考えられない環境でした。医学、看護学を学んでい
る私には、この環境で医療行為を行っていること自体が信じら
れませんでした。
ソーラーライトがこの分娩室に設置され、明るい中での分娩
ができるようになったこと、浄水器の設置により、患者さんが
きれいな水を飲めるようになったことをうれしく思います。ふ
たつの道具を届けたことで、より良い医療を行ってくれること
を願っています。
また、私のレポートを読んでいただいた皆さまがネパール
に興味をもっていただき、今後ネパールへ行ってみよう、今
後ネパールについて考えてみよう、支援してみようと思ってく
ださいますと幸いです。
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